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86 2026 年 

2 月１日

大島地域振興会

おおしま

大島
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3,113
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※令和 7 年 12 月末現在

4,407 24

28.0 641

大 島
お お し ま

１回目は、大島地域のいいところ・不安なところを 

共有し、いつまでも安心して暮らし続けることができる 

地域であるために、自分たちにできることを話し合い 

ました。 

２回目は、自分たちにできることを実現するための 

具体策、連携したらよい機関や団体について意見を出し
合いました。

１回 目 令和７年２月 12 日 

大島地域振興会、大島地区社会福祉協議会 

民生委員、第３層生活支援コーディネーター 

大島地域のケアマネジャー、保健センター 

市役所、市社協、包括   【33 名参加】 

2 回 目 令和７年 9 月 10 日 

 

1 回目参加者 ＋ 各種サロン代表者 

           民生委員の増員 

             【42 名参加】

小杉駅や大門駅、小杉 IC に 
近くて交通の便がいいね

児童館や絵本館・公園など、子ど
もが遊べる場所が多くて、子育て
がしやすいと思うな

イータウンやアイタウンがある
から、地域の中でほとんどの用事
を済ませることができるわ

一人暮らし高齢者が増えている
けど、他人に迷惑をかけたくない
と思っている人が多いようだ

運転免許証を返納したら、
生活が不便になるだろう 

高齢者が集まれる場所や、認知症
の方を受け入れてくれる場所が
少ないと思うな

子どもから高齢者まで、 
普段から声をかけ合える 
関係づくりが大事

困った時や災害時等の 
協力体制が必要

自治会活動が活性化する 
ように、活動状況を 
発信していこう



 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

1 部 「大島地域支え合いネットワーク事業」 

    ～寸劇で学ぶ、地域と人のつながり作り～ 

2 部 「三味線芸人」中山 孝志/安藤 有希子 

♥お楽しみじゃんけん大会♥   

【参加者 147 名】

大島コミュニティセンター

TEL：0766-52-6001
所在地：射水市小島 700 番地 1

射水市地域福祉課 

TEL:0766-51-6625 FAX:0766-51-6657 

所在地：射水市新開発 410 番地１

◀過去の
かわら版
はこちら

◀地域支え
合いネット
ワーク事業
の紹介動画
はこちら

大島

大島 

※このかわら版は、各地域
コミュニティセンター、 

各地域包括支援センター
にも配布しております。

令和７年度 エリア別サテライト交流会 

「モルック体験講習会」

射水市スポーツ推進委員の指導の
もと、安全かつ楽しくモルックを
体験しました。

各会場で第 3 層生活支援コーディ
ネーターが自己紹介をし、自分た
ちの役割を発信しました。       

6 月～８月に５か所の 

サテライト会場で開催 

【全体参加者 延べ 278 名】 

自治会を超えた久しぶりの再会に
会話が弾み、会場は終始笑顔に 

包まれました。 

大島地域包括支援センター 

TEL:0766-52-8050 FAX:0766-52-8051 

所在地：射水市小島 700 番地１

✽つながりのある大島地域 

✽みんなが安心の大島地域 

✽発信力のある大島地域

目指す地域像 令和７年度から新体制でスタートした事業運営に、３つの目指す地域像
を掲げ、事業の目標を明確にしました。 

３つの地域像に向かって 

 

すれ違うだけの関係から挨拶を交わす関係へ 

挨拶を交わすだけの関係から会話を楽しむ関係へ 

そして支え合い、助け合う関係へ 

 

この言葉を指針に、どのような活動があったらよいか、多くの方からの
意見を吸い上げ、より充実した取り組みへと展開しています。 

令和 7 年 12 月 13 日 (土)  

大島全体交流事業「クリスマス交流会」

●エリアごとのサテライト会場における参加希望者の受け入れ体制

笑いいっぱいの寸劇を通して、支
え合い・助け合いのある地域づく
りの大切さを学びました。

三味線演奏はもちろん、民謡や獅
子舞笛、楽しいトークを交えた賑
やかな舞台でした。

今年もサンタさんとじゃんけん 

大会！勝者には、会場に飾ったシ
クラメンの花鉢をプレゼント。       

地域づくりは、“つながり”づくり。昨年、事業の推進体制の見直しに  
併せて様々な活動をスタートさせ、回数を重ねています。支援を要する 
高齢者をちょっと元気な高齢者が支えている現状も話題にあがって  
います。 

おやつでも一人で食べるよりも皆で食べる方がずっと美味しいし、家で
テレビを観て一人で笑うより皆で笑った方がずっと楽しい。一人で考える 
よりも皆で考えた方がいろんな考えが浮かぶ。事業に集う皆さんの姿を 
見て“皆で過ごす場の力”を再確認しています。 

支え合いネットワーク事業が、ちょっと元気な皆さんの元気薬になった
らいいと願っています。     

大島地域振興会 編集担当 


